
中心圧縮柱の非線形座屈に関する研究

(その 10:実験結果と解析結果の比較)

座屈荷重

静的載荷実験

1 はじめに

幾何学的非線形

正方形断面

材料非線形

本報では，ここ までに実施した正方形断面鋼材を用い

た座屈実験により得られた軸方向の荷重一変形関係につ

いて，既報(その 1~3) に示した理論予想、と実験結果を

比較する。なお，図表については，記号 Jを付す。

2 軸方向の荷重-変形関係

解析値と実験結果の比較を図 J-1に示す。ここで，解析

値の算定方法については，既報(その 7) に示した方法

(式 (G4)~式 (G6) )と同様である。式 (G4) の端部曲

げモーメント Mーを材料試験の結果から求めた全塑性モー

メント Mp とした場合が図中に示す解析値の上界， 降伏モ

ーメント My とした場合が図中に示す解析値の下界である。

解析値上のプロットは，座屈荷重の解析値(口・ 上界，

。:下界)である。図の並びは，左から断面寸法の小 さ

いJI慎に 14x 14mm試験体， 19x 19mm試験体， 24x 24mm試験

体である。紙面の都合上，断面寸法ごとに 5つの結果

(A・C• E • G・I)を縦に並べて示している。

試験体Aは，座屈の方向が解析予想、と異なる辺方向と な

ったものであり，解析値は辺方向の全塑性モーメント Mp

と降伏モーメント My を用いて算定した結果であるが，座

屈荷重は，実験値が解析値を大きく下回っている。また，

軸方向の荷重 変形関係についても実験値と解析値の差

が大きく ，ここでは，解析値の上界よりも実験値の荷重

の方が大きい結果となっている。試験体Cは，対角方向に

座屈したもので，座屈後の挙動については，14Cのみ安定，

19Cと24Cは不安定とし、う結果が得られている。また，19C 

と24Cは座屈荷重が解析値よりもやや大きい結果となって

いる。座屈後の荷重一変形関係については，解析値の上

界より荷重がやや大きくなっているが，荷重と変形の変

化の割合で見ると ，実験値と解析値はほぼ一致している

と言える。試験体 Eは，19Eと24Eで不安定な挙動となっ

ており ，座屈荷重は 24Eのみ解析値よりやや大きい結果と

なっている。座屈後の荷重 変形関係については，解析

値の上界と実験値がほぼ一致している。試験体 Gは，全て

安定な挙動を示した試験体であり，座屈荷重の実験値は

解析値の上界と下界の範囲に収まり，座屈後の荷重 変

形関係は，解析値の上界と実験値がほぼ一致している。
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試験体 Iは，全て安定な挙動を示した試験体であり ，座屈

荷重は解析値の下界よりやや小さい値となった。座屈後

の荷重 変形関係は，解析値の上界と下界の範囲に収ま

っており ，変形が進むと解析値の上界と一致する結果と

なった。

以上のように，基準化細長比の小さい試験体では，座

屈の方向が解析予想、と異なる辺方向となり ，座屈荷重お

よび座屈後の荷重一変形関係も実験値と解析値の差が大

きい結果となった。その他の試験体については，座屈後

の荷重 変形関係に注目すると ，実験値と解析値の上界

が概ね一致する結果となった。

3 まとめ

ここまで，既報(その 1~その 3) に示した理論予想、の

妥当性を検証する 目的で，正方形断面鋼材を対象に，部

材の断面寸法と部材長さ(細長比) をパラメータとした

中心圧縮の座屈実験を行ってきた。実験の結果，座屈荷

重の理論予想、が降伏荷重を超えるような基準化細長比の

小さい試験体を除き，実験値と解析値は概ね一致するこ

とを確認した。また，座屈後の挙動(安定・不安定)に

ついては，断面寸法の違いによる影響が見られたが，そ

の他については，断面寸法の違いによる大きな影響は見

られなかった。

既報(その 3) では，断面形状が座屈荷重に与える影響

について理論的な考察をしており ，今後は，断面形状を

正方形断面から変更して同様の座屈実験を行い，理論予

想、の妥当性を検証する予定である。
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図 J-1 軸方向の荷重 変形関係(実験結果と解析値の比較)
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